
昨年の10月21日、総合福祉センター
で美唄市婦人団体連絡協議会および美
唄市男女共同参画推進協議会共催によ
る「第４回男女共同参画in美唄大会」
が開催されました。

４度目の開催となる今回の講演会は、
美唄市職員による「高齢者福祉サービ
ス」と「美唄の食と観光」をテーマに
講演が行われました。

「高齢者福祉サービス」の講演では、
資料をもとに美唄市の主な高齢者福祉
事業（介護保険サービスを除く）が紹
介され、平成30年度で158件行われた
間口除雪事業や、同年度128台設置し
た緊急通報装置設置事業など高齢者等
の生活を支援し自立を支える事業につ
いての説明がありました。

このほかに、昨年市職員が日本認知
症ケア学会より「石崎賞」を受賞した
認知症カフェの取り組みや認知症サ
ポーター養成講座を開くなどの認知症

施策の推進事業や老人クラブ活動の
支援、シルバー人材センターの人材
育成費に対する補助金の交付など、
高齢者に対してさまざまな支援を
行っていることが分かりました。

次に行われた「美唄の食と観光」
の講演では、観光産業によって地域
経済へどのような効果があるのかを
生産誘発効果、家計迂回効果（生産
誘発効果によるもの、消費によるも
のの２種類）、経済波及効果、付加
価値効果、雇用効果に分けて説明が
ありました。

美唄市は予測されていた人口ビ
ジョンよりも人口減が早く、美唄市
の定住者が一人当たり消費する金額
は年間約125万円だとお話がありまし
た。そのため、市外から来た観光客
にさまざまな観光資源を楽しんでも
らいながら、外貨を稼ぐことが重要
であるとのことでした。
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今回第４回目となる男女共同参画in
美唄大会を終えて、全体的な感想を申
し上げます。

毎年同様の大会を行っていますが、
大会というには参加者が少なく、以前
から男性の参加者がほとんどいないの
が現状です。今後も大会を続けていく
ためには、女性だけではなく、男性に
も興味を持ってもらえるように講演内
容や呼び掛けに工夫が必要だと思いま
した。

講演の内容として、１つ目の「高齢
者福祉サービス」では配られた資料に
記載されていることはよく分かりまし
た。お時間があれば実際に現場で関
わっている問題等もお聞きしたかった
です。

２つ目の「美唄の食と観光」につい
ては、美唄市には豊富な観光資源があ
ることは分かったのですが、これから
の観光事業を進めていく上で課題とな
ることについて何か提示が欲しかった
です。

いずれにしても、１時間半という限
られた時間の中で２つの講演をやるの
は難しく、参加した方も質問をしよう
にも時間切れになりそうでした。今回
の反省点を、今後大会を行う上で生か
していきたいと思います。

最後になりますが、昨年解散されま
した主催の美唄市婦人団体連絡協議会
様、講師のお三方には心よりお礼申し
上げます。ありがとうございました。

（小山内 由紀子）

また、観光マーケティング（売買が
活性化するように計画し、実行する活
動）として、ＳＮＳやホームページな
どのインターネットを使った「ＡＩＳ
ＡＳ」（アイサス）というモデルに則
り美唄をＰＲしているとのことです。

「ＡＩＳＡＳ」とは消費者の購買行
動過程を説明する代表的モデルの1つ
で、

といった５つの英単語の頭文字を取っ
た造語です。この「ＡＩＳＡＳ」を繰
り返すことによって地域経済の活性化
につながるとのお話がありました。

今回の講演で、高齢者支援や観光政
策として現状どのようなことに取り組
んでいるのか知る機会になったと思い
ます。

ご参加いただいた皆様、及び講師を
していただいた市職員の方々、また今
まで主催を務め昨年解散となりました
美唄市婦人団体連絡協議会様に感謝申
し上げます。誠にありがとうございま
した。
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（注目・認知）
（興味・関心）
（検索）
（購買）
（共有）
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2019年度深川市男女共同参画市民フォーラムに参加しました

昨年の６月29日、深川経済センター
で行われた深川市男女共同参画市民
フォーラムに参加しました。
テーマは「ＬＧＢＴ（性的少数者）

の基礎知識-初級編-と当事者が抱える
困難」で、講師の方は自身もＬＧＢＴ
当事者だという桑木昭嗣さんが講演さ
れていました。
最近世間での認知度が高まってきて

いるＬＧＢＴですが、私自身まだ一度
もＬＧＢＴについての講演に参加した
ことがなく、今回少しでも理解を深め
ることが出来ればとの思いで参加しま
した。
まずＬＧＢＴとは、

この４つの英語の頭文字からとった性
的少数者の総称であるとのことです。
なお、ＬＧＢＴの方がどれだけ日本に
いるのかと言うと全人口の８.９％
「11人に１人」であるとのお話があり
ました。しかし、多くのＬＧＢＴ当事
者は当事者であることを公言していな
いそうです。

市や道では、配偶者や交際相手からの暴力等に悩む方からの相談をお受け
しています。
配偶者の方については「配偶者からの暴力の防止および被害者の保護に関

する法律」により、専門の相談や必要に応じて一時保護、配偶者の接近禁止
などの申立制度などが定められています。
配偶者暴力やデートＤＶでお悩みの方は、下記までご相談ください。

ＤＶ・デートＤＶに悩む方のための相談窓口

●美唄市役所秘書広報課広報情報係
☎０１２６-６３-０１１３（平日８時45分～17時15分）
●配偶者暴力相談支援センター(空知総合振興局内)
☎０１２６-２５-５６４８(平日９時～17時）

公言しない理由は、差別・偏見が存
在する、変態だと見られるなどさまざ
まな理由があります。桑木さん自身も
19歳の時にカミングアウト（打ち明け
ること）したそうです。友人達は「今
まで言えなくて辛かったでしょう」と
言ってくれたそうですが、母親には驚
かれ、はじめは反対されましたが、
「どのようであれあなたが幸せになれ
るのならいい」と分かってくれたそう
です。

東京都ではオリンピックに備えて
2018年にＬＧＢＴ担当部署を開設。ま
た、ＬＧＢＴを含めたあらゆる差別に
反対する五輪憲章の理念に沿った条例
が制定されました。しかし、まだ社会
の中ではさまざまなリスクや不便さを
抱えているのがＬＧＢＴ当事者の現状
です。
今回の講演を通して、ＬＧＢＴにつ

いての知識や簡単に公言できないと
いった悩みを理解しました。今後も知
識として頭の中に置き、当事者の方々
に対して偏見を持たないようにと思い
ました。

（近藤 肇子）

Ｌ－レズビアン…女性同性愛者
Ｇ－ゲイ…男性同性愛者
Ｂ－バイセクシュアル…両性愛者
Ｔ－トランスジェンダー

…体の性別と心の性別の不一致



Ｄｕｏの会屋外活動

Ｄｕｏの唄 皆さんからの作品を募集しています！

このコーナーでは、男女共同参画に関するさま
ざまな思いを綴った唄を掲載しています。特に決
まった形式ではなく、身近な生活の中で感じたこ
とや疑問に思っていることなどを、川柳のような
短い言葉で表現したものです。

どなたでも大歓迎ですので、自身で作った唄を
会報に載せてみませんか？興味のある方はぜひ事
務局まで。
また、掲載させていただいた方にはささやかで

すが いたします。
応募多数の場合は、作品を選定させていただき

ますので、あらかじめご了承願います。

編集後記

「美唄市男女共同参画推進協議会（通称Ｄuoの会）｣会員募集中！

新規会員を募集しています。男女共同参画社会づくりに向けて学習し、家庭や職場・
地域など身近な場面で取り組んでいくことを目的としています。興味のある方は、ぜひ
ご連絡ください。
◆入会申込・問合せなど◆
事務局（美唄市役所秘書広報課広報情報係内）ＴＥＬ ０１２６―６３―０１１３へ

Ｄｕｏの会の存在や活動内容を知っていた
だくため、８月の歌舞裸まつりと２月の雪ん
こまつりにおいて、来場者の方に会報配布な
どを行い、ＰＲ活動をしています。
今後もより多くの方に「男女共同参画」に

ついて知っていただくために、さまざまな活
動を行っていきますので、会報「Ｄｕｏ」を
ぜひご一読ください。

お正月明けの雪の少なさにほっとしたような、物足りないような１月を過ごしました。
今年の目標は運動をすることと言い続けて５年……。体力が落ちている中、ランニング
のような激しい運動には手を出しづらく、簡単にできる運動を調べています。最近では
ゲーム機を使って運動をすることができるそうです。今年こそは重い腰を上げ、お腹周り
の脂肪を燃焼できるよう運動したいと思います。 （OSaKaNa3）


